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T
K
C
関
東
信
越
会
埼
玉
東
支
部

と
埼
玉
中
央
支
部
は
合
同
で
「
事
務

所
の
未
来
設
計
塾
」
を
企
画
し
て
い

る
。
全
会
員
向
け
と
し
て
、
大
宮
、

熊
谷
、
越
谷
会
場
の
3
カ
所
と
入
会

10
年
未
満
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
四

つ
の
勉
強
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

第
1
回
と
し
て
10
月
9
日
に
、
全

会
員
向
け
の
大
宮
会
場
と
、
入
会
10

年
未
満
の
グ
ル
ー
プ
が
同
時
並
行
で

開
催
さ
れ
た
。
全
会
員
向
け
は
富
澤

雅
治
埼
玉
東
支
部
長
、
橋
本
真
一
会

員
が
講
師
を
務
め
、
入
会
10
年
未
満

は
朝
倉
靖
会
員
、
小
林
智
会
員
が
講

師
を
務
め
た
。
T
K
C
全
国
会
運
動

方
針
を
踏
ま
え
て
勉
強
会
開
催
の
目

的
を
解
説
し
た
。

「
近
未
来
の
会
計
事
務
所
の
あ
る

べ
き
姿
」を
テ
ー
マ
に
開
催

T
K
C
南
近
畿
会
和
歌
山
支
部
で

は
、
10
月
よ
り
「
月
次
決
算
体
制
の

構
築
支
援
」
実
践
勉
強
会
を
開
始
し
、

今
回
で
2
回
目
を
開
催
し
た
。

今
回
は
会
員
13
名
が
参
加
し
「
近

未
来
の
会
計
事
務
所
の
あ
る
べ
き
姿
」

を
テ
ー
マ
に
、
下
津
正
也
会
員
が
進

行
を
務
め
た
。
前
半
は
テ
キ
ス
ト

『
T
K
C
会
計
人  

業
務
の
未
来
設
計
』

第
1
部
第
2
章
か
ら
第
4
章
ま
で
の

範
囲
を
確
認
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
後
半
は
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
「
実
践
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
集
」

の
「
事
務
所
も
関
与
先
も
幸
せ
に
な

る
収
益
構
造
を
実
現
し
よ
う
！
」、

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
よ
う
！
」

の
二
つ
の
テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

動
画
「
税
理
士
の
未
来
」
を
視
聴

し
た
後
、
テ
キ
ス
ト
『
T
K
C
会
計

人  

業
務
の
未
来
設
計
』
の
重
点
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
講
師
に
よ
る
解
説

が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
実
践
事
例
が
紹

介
さ
れ
た
。

事
務
所
の
課
題
を
共
有
し
な
が
ら

解
決
策
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

続
い
て
、
T
K
C
全
国
会
運
動
方

針
第
1
フ
ェ
ー
ズ
の
三
つ
の
行
動
指

針
の
推
進
を
テ
ー
マ
に
事
務
所
の
課

題
を
共
有
し
な
が
ら
解
決
策
に
つ
い

て
議
論
し
た
。
議
論
を
踏
ま
え
、
参

加
者
は
「
目
標
設
定
シ
ー
ト
」
に
そ

れ
ぞ
れ
目
標
数
値
と
行
動
計
画
を
記

入
し
た
。
今
後
の
勉
強
会
で
進
捗
を

確
認
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

参
加
者
か
ら
は
、「
悩
み
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
事
務
所
の
問

題
点
も
見
え
て
き
て
良
か
っ
た
。
次

回
も
参
加
し
た
い
」「
目
標
を
声
に

出
す
こ
と
で
身
が
引
き
締
ま
っ
た
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
な
お
、

年
内
は
各
グ
ル
ー
プ
で
残
り
1
回
開

催
し
、
勉
強
会
は
来
年
も
継
続
す
る

予
定
で
あ
る
。

（
さ
い
た
ま
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

中
原
洋
一
）

Ｔ
Ｋ
Ｃ
関
東
信
越
会

T
K
C
南
近
畿
会

埼
玉
東
支
部
・
埼
玉
中
央
支
部

和
歌
山
支
部

と
　
き
：
令
和
7
年
10
月
9
日
㈭

と
こ
ろ
：
さ
い
た
ま
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

と
　
き
：
令
和
7
年
11
月
6
日
㈭

と
こ
ろ
：
和
歌
山
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

T
K
C
全
国
会
運
動
方
針 

第
1
フ
ェ
ー
ズ

地
域
会
・
支
部
に
よ
る
「
月
次
決
算
体
制
の
構
築
支
援
」

実
践
勉
強
会
開
催
レ
ポ
ー
ト

埼玉東支部・埼玉中央支部（10月9日）
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参
加
者
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見

が
あ
が
っ
た
。「
ど
の
業
界
も
気
が

付
け
ば
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
く
。

会
計
事
務
所
も
A
I
の
活
用
に
つ
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
税
理

士
業
務
の
合
理
化
が
一
層
進
ん
で
い

く
と
、
保
証
、
経
営
助
言
へ
の
取
り

組
み
が
さ
ら
に
重
要
と
な
る
」、「
テ

キ
ス
ト
に
書
か
れ
て
い
る
バ
ラ
ン
ス

ス
コ
ア
カ
ー
ド
が
非
常
に
良
く
ま
と

ま
っ
て
い
て
分
か
り
や
す
い
。
税
理

士
の
4
大
業
務
に
取
り
組
む
た
め
に

は
、
正
し
い
会
計
帳
簿
が
必
要
で
あ

に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
る
。

事
例
紹
介
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
参
加
者
同
士
が

啓
発
し
合
い
な
が
ら
事
務
所
の
課
題

解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
勉
強
会
と

な
っ
て
い
る
。

課
題
解
決
の
鍵
は
ク
ラ
ウ
ド
化
と

月
次
巡
回
監
査
体
制
の
構
築
！

事
務
所
の
課
題
を
①
顧
客
サ
ー
ビ

ス
面
、
②
収
益
・
業
務
効
率
面
、
③

ス
タ
ッ
フ
・
組
織
面
、
④
所
内
管
理

面
│
│
の
四
つ
の
視
点
で
整
理
し
、

議
論
の
結
果
、
共
通
し
て
浮
か
び
上

が
っ
た
結
論
は
「
ク
ラ
ウ
ド
化
と
シ

ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
月
次
巡
回
監
査

体
制
の
構
築
が
不
可
欠
」
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
今
後
も
巡
回
監
査
手
法

や
業
務
効
率
化
に
向
け
て
様
々
な
テ

ー
マ
で
開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

沖
縄
支
部
で
は
、
巡
回
監
査
担
当

者
向
け
の
勉
強
会
も
開
催
。「
手
入
力

ゼ
ロ
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
2
名

の
巡
回
監
査
担
当
者
か
ら
シ
ス
テ
ム

活
用
の
事
例
と
と
も
に
、
経
理
経
験

者
が
い
な
い
関
与
先
で
も
ミ
ス
な
く

り
、
そ
の
た
め
に
は
初
期
指
導
、
月

次
巡
回
監
査
、
T
K
C
シ
ス
テ
ム
が

肝
と
な
る
」、「
値
決
め
は
所
長
の
仕

事
。
業
務
日
報
、
F
M
S
、
T
M
S

を
活
用
し
て
、
報
酬
と
手
間
の
乖
離

が
大
き
い
と
こ
ろ
は
勇
気
を
出
し
て

値
上
げ
を
し
て
い
き
た
い
」

1
回
目
の
勉
強
会
で
配
布
さ
れ
た

「
T
K
C
全
国
会
運
動
方
針
第
1
フ

ェ
ー
ズ
最
重
要
目
標
進
捗
管
理
表
」

を
作
成
し
、
職
員
と
も
目
標
を
共
有

し
、
月
2
回
、
計
画
の
進
捗
状
況
を

確
認
し
て
い
る
事
務
所
も
出
て
き
て

い
る
。
勉
強
会
は
令
和
8
年
7
月
ま

で
計
7
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

（
和
歌
山
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

横
井
昭
紀
）

T
K
C
九
州
会
沖
縄
支
部
で
は
、

大
城
逸
子
会
員
を
リ
ー
ダ
ー
に
若
手

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
会
員
ま
で
幅
広
い

会
員
に
よ
る
勉
強
会
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス

マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
2
カ
月

処
理
で
き
る
設
定
方
法
や
機
能
を
紹

介
。
そ
の
後
、
実
践
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

集
「
3
．
F
X
ク
ラ
ウ
ド
シ
リ
ー
ズ

を
徹
底
活
用
し
、
T
K
C
方
式
の
自

動
化
に
取
り
組
も
う
」
を
使
っ
た
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

参
加
者
か
ら
は
「
事
例
が
聞
け
て
良

か
っ
た
」「
ク
ラ
ウ
ド
化
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
い
た
」
な
ど
の
声

が
あ
っ
た
。

（
沖
縄
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

川
上
真
裕
美
）

T
K
C
九
州
会

沖
縄
支
部

と
　
き
：
令
和
7
年
11
月
12
日
㈬

と
こ
ろ
：
沖
縄
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

和歌山支部（11月6日）

沖縄支部 巡回監査担当者向け（11月7日）
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「
ク
ラ
ウ
ド
化
と
シ

ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
月
次
巡
回
監
査

体
制
の
構
築
が
不
可
欠
」
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
今
後
も
巡
回
監
査
手
法

や
業
務
効
率
化
に
向
け
て
様
々
な
テ

ー
マ
で
開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

沖
縄
支
部
で
は
、
巡
回
監
査
担
当

者
向
け
の
勉
強
会
も
開
催
。「
手
入
力

ゼ
ロ
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
2
名

の
巡
回
監
査
担
当
者
か
ら
シ
ス
テ
ム

活
用
の
事
例
と
と
も
に
、
経
理
経
験

者
が
い
な
い
関
与
先
で
も
ミ
ス
な
く

り
、
そ
の
た
め
に
は
初
期
指
導
、
月

次
巡
回
監
査
、
T
K
C
シ
ス
テ
ム
が

肝
と
な
る
」、「
値
決
め
は
所
長
の
仕

事
。
業
務
日
報
、
F
M
S
、
T
M
S

を
活
用
し
て
、
報
酬
と
手
間
の
乖
離

が
大
き
い
と
こ
ろ
は
勇
気
を
出
し
て

値
上
げ
を
し
て
い
き
た
い
」

1
回
目
の
勉
強
会
で
配
布
さ
れ
た

「
T
K
C
全
国
会
運
動
方
針
第
1
フ

ェ
ー
ズ
最
重
要
目
標
進
捗
管
理
表
」

を
作
成
し
、
職
員
と
も
目
標
を
共
有

し
、
月
2
回
、
計
画
の
進
捗
状
況
を

確
認
し
て
い
る
事
務
所
も
出
て
き
て

い
る
。
勉
強
会
は
令
和
8
年
7
月
ま

で
計
7
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

（
和
歌
山
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

横
井
昭
紀
）

T
K
C
九
州
会
沖
縄
支
部
で
は
、

大
城
逸
子
会
員
を
リ
ー
ダ
ー
に
若
手

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
会
員
ま
で
幅
広
い

会
員
に
よ
る
勉
強
会
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス

マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
2
カ
月

処
理
で
き
る
設
定
方
法
や
機
能
を
紹

介
。
そ
の
後
、
実
践
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

集
「
3
．
F
X
ク
ラ
ウ
ド
シ
リ
ー
ズ

を
徹
底
活
用
し
、
T
K
C
方
式
の
自

動
化
に
取
り
組
も
う
」
を
使
っ
た
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

参
加
者
か
ら
は
「
事
例
が
聞
け
て
良

か
っ
た
」「
ク
ラ
ウ
ド
化
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
い
た
」
な
ど
の
声

が
あ
っ
た
。

（
沖
縄
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

川
上
真
裕
美
）

T
K
C
九
州
会

沖
縄
支
部

と
　
き
：
令
和
7
年
11
月
12
日
㈬

と
こ
ろ
：
沖
縄
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

和歌山支部（11月6日）

沖縄支部 巡回監査担当者向け（11月7日）


